
ジオパーク通信

第 75号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた、洞爺湖町オリジナルエコバッグ
「大地のポケット」（３種類のいずれか１枚）を抽選で６名にプレゼントします。ぜひ、このバッグを持ち歩いて
「世界ジオパークの町」の宣伝にご協力ください！
　ご希望の人は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。10 月分
の締切は 10 月 31 日（水）の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
　※一度当選された人は対象となりませんのでご留意ください。

「大地の物語」を PR！オリジナルエコバッグで
抽選で当たる !!

洞爺湖町

１．応募者の名前　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所　　　　　　　　　 　　　４．ジオクイズの答え
＜ジオクイズ＞
遡上する鮭を捕獲する施設は〇〇〇〇〇〇水車！
の○○に当てはまるカタカナ 6 文字はなんでしょう？

～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58 番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

（洞爺湖町内に限ります）

※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。

図柄は絵本『11 万年のうえの一日』から、　
「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞爺湖温泉」の 3
種類。※図柄の指定はできません

バッグのサイズは横幅
35㎝、まち幅は約 12
㎝です。

　豊浦町にあるインディアン水車は、貫気別 ( ぬっきべつ ) 川に遡上する鮭を捕獲するための施設です。川から
水車までの水路がガラス張りになっているので、最後の力を振り絞って遡上してきた鮭の雄姿を目の前で観察す
ることができます。頭が大きく鼻先が尖っているのがオス、それに比べ頭が小さくて曲線的なのがメスです。自
然保護のため捕獲された鮭はふ化場に運ばれ採卵、受精し、ふ化した稚魚が毎年放流されています。アクセス方
法は国道 37 号線を伊達から函館方面に向かい、豊浦市街地を過ぎたあたりの道道 702 号線に右折、約１km 直
進すると右側に無料駐車場がある見学無料の施設です。遡上は９月から始まり 10 月が最盛期ということで、こ
の時期おすすめのジオサイトです。秋のドライブやサイクリングで訪れてみてはいかがでしょう！
　そして、その駐車場内に豊浦町の新たな観光名所、地元食品を加工販売する施設「すいしゃ」がオープンしま
した。コーヒーやソフトクリーム、軽食が味わえるほか、道内在住作家が制作する小物の展示販売もしています。

豊浦町インディアン水車公園

広報とうや湖　2018 年 10 月 18

秋のおすすめドライブ・ツーリング情報

　　「すいしゃ」
営業　９時～ 16 時
定休　水曜




